
日 時： 2021. 12.17（金） 12:20〜13:15

場 所： Zoomによる遠隔開催

講 師： ドナ・エリクソン（Donna Erickson）

（ハスキンス研究所客員研究員・金沢医科大学客員教授）

申 込：お申し込みフォーム；https://bit.ly/promis20211217

※事前登録後、接続情報をお送りします（QRコードもご利用下さい）

講師略歴

Prosodic characteristics of some categories of 
Japanese im/politeness

問い合わせ先：林良子（神戸大学国際文化学研究科）rhayashi[at]kobe-u.ac.jp
*PPBB（Phonetics/Phonology Brown Bag）は言語・音声に興味のある方ならどなたでも参加できます。

原則として毎週金曜日昼休みにオンラインで開催しています。
詳しくは、高橋康徳（ytakahashi[at]port.kobe-u.ac.jp ）まで。

PPBB（神戸大学音声・音韻論ランチミーティング）*、科研基盤（A）
「三重データコーパスを用いた日本語韻律の習得・評価に関する多面的研究」（研究代表者：林良子）、

神戸大学国際文化学研究推進センター共催オンライン講演会

音声科学の分野で、感情や発話意図とその音声的表出について
長年最先端のご研究を行ってきたドナ・エリクソン先生による
講演会をおこないます。特に、今回は日本語における「丁寧
さ」に焦点をあて、日本語のim/politenessに独自のカテゴリー
はあるのか、どのような表出が行われているのか、アメリカ人
や中国人など別の母語を持つ者にとってはどのように捉えられ
うるのかなど、言語・文化比較を音声の側面から探るための
様々な話題提供をしていただきます。

講演内容

コネチカット大学言語学（音声学）博士号取得後、オハイオ州
立大学研究員、岐阜市立女子短期大学教授を経て、昭和音楽大
学教授（2012年退官）。2013年よりハスキンス研究所客員研究
員、金沢医科大学客員教授として、精力的に研究を続けている。
専門は音声科学。特にイントネーションやリズムなど言語の韻
律（プロソディー）や感情表出について音響学的、音声生理的
研究を中心に行なっている。


